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公公公民民民館館館まままつつつりりり特特特集集集   

第 31回 公民館まつりを終えて 

実行委員長 安達和夫 

今年の公民館まつりは、2 年振りに 7 月 6 日～8

日に実施されました。多くの方々の協力で準備を

進め、賑やかで、楽しい公民館まつりとなりまし

た。準備に携わって頂いた方々、参加して頂いた

方々にお礼を申し上げます。 

今回は東日本大震災の復興支援チャリティ募金

を昨年に引き続き実施したり、屋外ステージで共

和中学ブラスバンド部に出演してもらったり、参

加者がなるべく、準備に関われるよう作業分担に

配慮しました。またのぼり旗などを新調して周辺

への PR にも努めました。 

 

しかし参加者が年々、減少していく状況は否め

ません。新たなまつり参加者が増えないという問

題が根底にあります。全利用サークルのうち、参

加するサークルは１割程度という状況です。準備

が不十分という見方もあり、一方で準備が大変と

いう声もあります。 

公民館まつりは、公民館での学習成果を発表し、

その成果を地域に還元する場でもあり、利用者自

らが企画、運営することになっています。 

公民館を利用するだけでなく、学習の成果を地

域に還元するという趣旨から、もっと多くのサー

クルに参加して頂きたく、その方策をみんなで考

えて行きたいと思います。 

 

力の結集       

琉球空手道空真会(屋外担当) 井上明 

昨年は大震災復興を国をあげて、それぞれに頑

張ってきたと思います。あれから早いもので、一

年四ヶ月が経ち、暑い夏がやってきました。おお

のきた公民館まつりの始まりです。今まで何回も

参加させて頂き、リーダーの下、お手伝いさせて

頂きましたが、今年は屋外のリーダーの大役です。   

三月の実行委員会から始まり、七月六日の本番ま

で会議や部会の話し合い等、段取りや準備、予定

作り等初めての経験でしたが、これらを何事もな

く乗り越えてこられた先輩役員の皆様には頭がさ

がります。 

屋外事業では物品販売、展示、食べ物販売、屋

外ステージでの演奏、演舞、演武等があり、これ

らに参加のサークルのみなさんの力をお借りして、

テントの設営も本番の天気も気にしながら、無事

迎えることができました。一人では何も出来ない

が、大勢の人の力と知恵を発揮すると、大きな力

が生まれ、前進することを今更ながら勉強させて

頂きました。 
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とくに今回は若い人たちの力を痛感しました。 

屋外、屋内の準備や片付けに積極的に参加して頂

き、大いに助かりました。これからは若い人と我々

の力と知恵を結集すれば今まで以上の公民館まつ

りの企画運営ができ、明るく楽しい公民館まつり

が出来上がると信じています。公民館スタッフ、

実行委員会役員・幹事、そしてまつりに参加の皆

様、有難うございました。 

 

 

「これからの暮らしを考える」を企画して！！ 

次の世代のための九条の会(学習担当) 猪口敦子 

あの 3.11 から 16 ヶ月。あの日を風化させず、今、

そしてこれからを考え、動きを作りたい・・・・

と今年の学習会を企画。第一部では「脱原発で安

心できる社会づくりを！」と取り組みを拡げてい

る城南信用金庫の淵野辺支店長のお話を聞き、第

二部では市環境情報センタースタッフによる節電

チャレンジ法の紹介やワークショップ的コーナー

で多彩な体験を広げました。城南信金支援で市内

７社の協力で開発された節電グッズの紹介も社長

自らの登場でした。 

また市民にあまり知られていない環境情報センタ

ーによる生活講座は座学だけではなく、体験型学

習で参加者にも大好評でした。公民館の公募学習

で 80 名弱の参加者は近年になく多かったです）公

民館の学習会の可能性を感じた取り組みになりま

した。 

(注)この学習事業には、「地域活性化事業交付金」で運営

されました。

「キラキラ見つけた！キッズあそび広場」          

相模原おやこ劇場（キッズ担当） 柴田孝子 

７日(土)10 時から始まった初日、木っ端を使っ

た木工コーナー、牛乳パックの積木、輪投げ、ふ

しぎあそびコーナーなどなど。 

 

大人と一緒にランタンを作る子供たちはカッター

ナイフが難しそう・・・。でも出来上がったラン

タンを不思議そうに見つめながら大事に持ち帰り。

オセロゲームでは、スタッフの大学生と子供達は

汗だくになりながら、頑張っていたね。意外にリ

ピーターで盛り上がっていたが、お話では小豆を

つかむコーナー。大人も子供も夢中で、何度も挑

戦している姿はオドロキ！！異年令でのかかわり

を楽しんだひとときでした。 

８日(日)午後からの２日目は大型紙芝居、絵本

の読み聞かせ、そして折り紙コーナー。パワフル

３人組のおはなし隊が子供も大人も惹きつけて凄

かった！若いパパ、ママの姿もあり、素敵な光景

でした。折り紙コーナーでは、カタツムリ、カエ

ルを丁寧に教えてもらって宝物のようにしていた

ね。また、あそぼうね。 
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（美術作品の展示） 

 

 

うどんつくり  

エンジェル(料理担当)  宮本牧子            

遂に来ました！公民館まつりの「うどん作り」今

年はエンジェルの当番でやることになりました。

６月 30 日にリハーサルをやり、準備万端整えたつ

もりで臨んだ本番、やはり不安でドキドキ・・・

でもスタッフの多くが経験者なので、始まったら

それぞれに任せ、私はサブの人と一緒に用意を進

め、10 時の予約受付に何とか間に合わせることが

出来ました。 

11 時から販売開始。ぞくぞくとお客様が入り始

め、一時は満席になり、並んで待ってもらう時も

ありました。今年のトッピングは、小松菜、かま

ぼこ、ワカメ、天かす、長ねぎで、「随分、豪華だ

なぁ～」というお客様の声も頂きました。出来た

ものをお客様に持って行ってもらうか、スタッフ

が席までお持ちするか？次回の課題になりそうで 

す。短時間に 250 食をさばくのは大変でしたが、

スタッフに恵まれ、美味しく、楽しくでき、あっ

という間に終わってしまいました。ありがとうご

ざいます。 

 

パーキング・ダンサー！ 

相模原メキシコ民族舞踊研究会   

梅雨、真っ最中の公民館まつりですが、私達、

パーキングダンサー（私達はこう呼んでいます）

は、屋外の催しにもかかわらず、束の間の晴れ間

に恵まれ、今年も無事に終わりました。舞踊研究

会は、発足当時から大野北公民館を利用させて頂

き、公民館まつりも参加させて頂いてきました。

月一回の会ですが、先生ご夫妻のご指導のもと、

二十数年になり、少しずつですが、レパートリー

も増え、皆様に発表出来ることが励みになってい

ます。練習時間が少なく右往左往することもあり

ましたが、それなりにいい思い出になっています。

メキシコ国内の地方によって、音楽、踊り、衣装

等、それぞれ特色のある楽しい踊りが多くあり、

これからも続けて行きたいと思います。最後にな

りましたが、役員、幹事、実行委員の方にお世話

になり、本当に有難うございます。 

 

 
        （メキシコ舞踊） 

 

 

公民館まつりに参加して 

大野北歩こう会   山内祥司 

これまで、公民館まつりに見に行くこともなく

無関心でした。初めて利用サークル協議会に出席

し、サークルの多さと女性の多さ、元気さに驚き

ました。各サークルから幹事を選出する際、快く

引き受けられる方が多く、積極性と熱意に感服し

ました。多くの会議を重ねるなか、関係される方々

の熱意とご尽力に、公民館まつりを盛り上げよう

とする｢連帯感｣と「絆」を感じました。 

まつり前々日には会場設営の力仕事があり、男

性の出番多く、張り切りました。前日には我が「大

野北歩こう会」も活動状況を写真展示しました。

公民館まつりの来場者も多く、来年も協力せねば

と思いました。 


